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熊
本
地
震

四
八
一
ヶ
寺
が
被
災

お
見
舞
い
・復
興
支
援
の
報
告

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
発
生
し
ま
し
た

「
熊
本
地
震
」
で
は
、
わ
た
し
た
ち
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
お
寺
だ
け
で
も
、
熊
本
教
区
（
三
二
二
ヶ
寺
）
、

佐
賀
教
区
（
八
二
ヶ
寺
）
、
大
分
教
区
（
三
八
ヶ
寺
）
、

福
岡
教
区
（
三
〇
ヶ
寺
）
、
長
崎
教
区
（
六
ヶ
寺
）
、

宮
崎
教
区
（
三
ヶ
寺
）
、
合
計
四
八
一
ヶ
寺
の
お
寺
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
熊
本
県
内
で
は
、
本
堂
全
壊
、
庫
裏
・
門
徒
会

館
・
納
骨
堂
・
山
門
・
鐘
楼
の
全
壊
や
半
壊
の
被
害
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
門
徒
の
方
々
も
住
居
を
う
し
な
い
、

避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
復
興
ど
こ
ろ
か
、

被
災
し
た
建
物
の
残
骸
の
片
付
け
さ
え
で
き
な
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
正
定
寺
門
徒
会
と
し
ま
し
て
は
、
「
お

見
舞
い
と
復
興
支
援
活
動
」
を
と
お
し
て
、
少
し
で
も

被
災
寺
院
と
被
災
者
の
方
々
の
心
の
さ
さ
え
に
な
れ
ば

と
考
え
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
被
災
地

と
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が
ら
、
復
興
支
援
の
人
の
輪
を

ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
六
月
～
七
月

■
第
一
回

被
災
地
お
見
舞
い

六
月
二
十
三
日
（
木
）
八
時
出
発
～
十
八
時
半
帰
着

正
定
寺
門
徒
会
は
、
熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
う

け

た
熊
本
教
区
益
城
町
に
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者

住
職
、
副
住
職
、
門
徒
会
長
・
副
会
長

総
代
・
仏
婦
会
長
・
仏
婦
幹
事

十
二
名

目
的
地

専
寿
寺
様
（
全
壊
）
光
宗
寺
様
（
半
壊
）

目
的

一
、
熊
本
教
区
益
北
組
災
害
対
策
本
部
へ

義
援
金
を
お
見
舞
い
し
た

二
、
被
災
地
視
察

三
、
今
後
の
復
興
支
援
を
考
え
る
現
地
学
習

四
、
み
ず
か
ら
の
防
災
対
策
の
学
習

五
、
支
援
物
資
：
ジ
ュ
ー
ス
十
六
箱

（
都
城
飲
食
業
組
合
よ
り
委
託
）

お
寺
も
市
民
の
住
宅
も
倒
壊
し
て
、
道
路
も
橋
も
、

は
げ
し
く
こ
わ
れ
て
い
る
様
を
見
て
、
被
災
者
の
方
々

の
今
後
の
復
興
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
今
後
継
続
的
に
復
興
支
援
活
動
を
門
徒
会

組
織
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
、
現
地
往
復
の
車
両
燃
料

費
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
一
人
六
五
〇
円
）
は
門
徒

会
か
ら
支
給
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
高
速
道
路

往
復
料
金
は
、
事
前
に
都
城
市
社
協
に
申
請
す
る
と
、

無
料
に
な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

■
正
定
寺
第
一
次
支
援
活
動

七
月
七
日
（
木
）
六
時
半
出
発
～
十
八
時
半
帰
着

参
加
者

副
住
職
・
総
代
・
門
徒

計
四
名

機
材

ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
（
総
代
提
供
）

作
業
工
具
・
手
洗
い
水
・
弁
当
・
飲
料

作
業

熊
本
教
区
益
北
組
専
寿
寺
様
の
本
堂
（
全
壊
）

の
廃
材
の
片
付
け
。

畳
・
材
木
・
瓦
・
サ
ッ
シ
類
の
分
別
と
最
終

処
分
場
へ
の
運
搬

■
毎
回
、
福
岡
県
や
熊
本
県
内
か
ら
か
け
つ
け
た
僧
侶

や
門
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
き
ま
し
た
。

■
正
定
寺
第
二
次
支
援
活
動
（
都
城
組
有
志
も
合
流
）

七
月
十
四
日
（
木
）
六
時
半
出
発
～
十
八
時
半
帰
着

参
加
者

安
楽
寺
住
職
・
安
楽
寺
門
徒
・
善
性
寺
若
院

正
定
寺
副
住
職
・
正
定
寺
門
徒

計
七
名

機
材

ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
（
建
築
会
社
・
大
建
提
供
）

手
洗
い
水
・
弁
当
・
飲
料

作
業

熊
本
教
区
益
北
組
専
寿
寺
様
の
鐘
楼
（
全
壊
）

の
廃
材
の
片
付
け

鐘
つ
き
堂
の
解
体
・
廃
材
を
処
分
場
へ
運
搬

■
正
定
寺
第
三
次
支
援
活
動

七
月
二
十
七
日
（
水
）
六
時
半
出
発
～
十
八
時
半
帰
着

参
加
者

副
住
職
・
総
代
・
門
徒

計
三
名

機
材

ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
（
総
代
提
供
）

発
電
機
・
削
岩
機
・
ハ
ン
マ
ー
・
バ
ー
ル

延
長
コ
ー
ド
・
手
洗
い
水
・
弁
当
・
飲
料

作
業

熊
本
教
区
益
北
組
専
寿
寺
様
の
山
門
（
全
壊
）

の
廃
材
片
付
け
・
門
柱
の
解
体
・
門
柱
解
体

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
廃
材
を
処
分
場
へ
運
搬

ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
作
業
機
材
に
つ
い
て
は
、
正
定
寺

門
徒
有
志
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
運
搬
車
両
に
か

か
る
燃
料
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
正
定
寺
門
徒
会
か
ら

実
費
を
支
給
し
ま
し
た
。
報
告
記
事

副
住
職

■
第
二
回

被
災
地
お
見
舞
い

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日
（
月
）
朝
七
時
半
出
発
。

熊
本
県
合
志
市
嚴
照
寺
様
、
益
城
町
寿
徳
寺
様
・
専
寿

寺
様
に
、
昨
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
お
見
舞

い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
（
復
興
支
援
五
回
目
）
参
加

者
は
、
住
職
・
坊
守
・
副
住
職
・
総
代
・
婦
人
会
（
計

二
六
名
）
。
ダ
ー
ナ
募
金
で
集
ま
っ
た
見
舞
金
の
ほ
か

に
、
手
作
り
の
甘
酒
と
お
餅
を
も
っ
て
行
き
ま
し
た
。

復
興
支
援
と
学
び

寿
徳
寺
様
は
倒
壊
し
た
本
堂
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
。

専
寿
寺
様
は
、
全
施
設
を
解
体
撤
去
し
て
さ
ら
地
に
な

り
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
本
堂
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
私
た
ち
正
定
寺

門
徒
会
の
「
復
興
支
援
活
動
」
は
、
被
災
地
へ
の
応
援

を
つ
づ
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
も
学
ぶ
ご
縁
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宮
崎
県
に
も
い
つ
か
は
大
災
害
が
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
時
に
備
え
て
、
私
た
ち
は
怠
ら
ず
準
備

し
学
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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正定寺だより 熊本地震に学ぶ防災対策


